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繊維補強鉄筋コンクリート構造部材に関する研究(2)
一 曲げを受ける鋼繊維補強鉄筋コンクリート梁 -
StudyonReinforcedConcreteMembersUsingFiberReinforcedConcrete(2)
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KazusukeKOBAYASHI,TaketoUOMOTOandTsugioNISHIMURA

1. は し が き

前報では,1)引張応力下における鋼繊維補強コンクリ

ー トの応力ー変形モデルについて検討を行い,無筋コン

クリートの場合には良い一致を示すことが明らかとなっ

た.

本文では,曲げを受ける鋼繊維補強鉄筋コンクリー ト

の特性について実験的に検討すると同時に,前報で提案

したモデルの適用可能性を調べた.

2.実 験 概 要

実験に用いた鋼繊維補強鉄筋コンクリート梁は,幅 10

cm,高さ5cm (有効高さ4.5cm),長さ120cm (スパ

ン90cm)の単鉄筋コンクリート梁で,図-1に示すとお

りである.鉄筋はD6を2本 (A8-1.26%)配してあり,

その応力-ひずみ曲線は図-2に示すものである.

実験に使用したコンクリート材料は前報1)と同じであ

る.

コンクリー トの配合は前報と同様に,水セメント比 50%

で,繊維混入率(Vf)を0-2%まで変化させた.なお,戟

荷試験時 (材令6週～7週)におけるコンクリート圧縮

強度は約 550kg/cm2である.

載荷実験に際しては,鉄筋およびコンクリー トに貼付

したひずみゲージで各荷重段階におけるひずみの計測を

行うとともに,中央点等におけるたわみを測定した.な

浴,コンクリートの圧縮応力ー変形曲線に関しては,コン

プレッソメータを用い,¢10×20cm供試体で計測した.

3.鋼繊維補強鉄筋コンクl)一 卜梁の性状

繊維混入率が異なった場合に,鋼繊維補強鉄筋コンク

リー ト梁のひびわれ荷重,鉄筋降伏荷重,鉄筋降伏荷重

(鉄筋ひずみが2000×10~6到達荷重),および最大荷重が

どう変化するかを図-3に示す.また,荷重ヰ 央点たわ

み曲線および,荷重一鉄筋ひずみ (中央点)曲線が繊維混
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図-1 実験用鋼繊維補強鉄筋コンクリート梁
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図-2 鉄筋の応力-ひずみ曲線
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入率によってどのように変化するかを図-4および図-5

に示す.

図-3より明らかなように,繊維混入率が増大するにつ

れ,ひびわれ荷重,鉄筋降伏荷重および最大荷重のいず

れもが増大しているが,その増加量はいずれの場合にも

ほぼ同程度である.また,図-4および図-5から明らか

なように,繊維混入率の高いものほど鉄筋降伏までの剛

性が大きく,ひびわれ発生後も鉄筋の荷重分担率は小さ

い.
これらの結果から,鋼繊維補強鉄筋コンクリー ト梁に










